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ぜひ！みなさまの声をお聞かせください 
● 小学校跡地利用について ● 学校周辺の整備について 

美浦村議会／美浦村議会事務局 029-885-0340 （内 301・302） 

● 交通弱者対策について   ● 意 見 交 換 

ね
え 

廃
校
の
小
学
校
は 

 
ど
う
な
る
の
？ 

美
浦
小
学
校
の 

定
額
タ
ク
シ
ー
っ
て 

な
あ
に
？ 

周
り
は
？ 
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昨年度の
第８回議会報告会の様子も
YouTubeで
配信していますので、
ぜひご覧ください！

昨年４月に開校してからまもなく１年が経過する美浦小学校。開校後も進む周辺道路の整
備。また、廃校となった旧小学校の跡地利活用は？今回は開校後の美浦小学校、廃校になっ
た旧小学校等についてご報告いたします。

●交通弱者対策
●廃校小学校の跡地利活用
●美浦小学校の周辺整備

議会報告会もYouTube 配信中!YouTube 配信中!

議会報告会
第９回

を開催
します！
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補正予算
補正予算を可決
　当初予算に組み込むことができなかったもの、
その後必要が生じた事項で早急な予算措置が必
要なものについて計上しています。

審議結果報告は
こちらまで

会　計　名 補　正　額 予　算　総　額

一　般　会　計（第 4 号） 2 億 219 万 8 千円
77 億 4,577 万円一　般　会　計（第 5 号） 5,725 万 6 千円

一　般　会　計（第 6 号） 3,463 万 9 千円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 192 万 8 千円 16 億 1,223 万 1 千円

介 護 保 険 特 別 会 計 15 万 6 千円 16 億 302 万 3 千円

水 道 事 業 会 計 収益的　支出 176 万 8 千円 5 億 6,371 万 4 千円

下水道事業会計
収益的　支出 1,629 万 9 千円 9 億 1,575 万 2 千円
資本的　支出 95 万 2 千円 10 億 6,385 万 6 千円

主な内訳

ふるさと応援寄附金事業費���������� 8,717万円
（見込み額の増に伴う謝礼品代及び事務費）
観光振興事業費�������������������220万1千円
（ＰＲグッズ作製委託料）
子育て世代包括支援事業費���������336万8千円
（産後ケア事業委託料）
道路新設改良事業費���������������248万6千円
（村道整備工事請負費）

【一般会計】
美浦村教育クラウド事業費���������528万8千円
（学習者用タブレット端末年度更新業務等委託料）
中学校部活動地域移行推進事業費���331万6千円
（地域クラブ指導者謝礼）
物価高対応子育て応援手当支給事業費
���������������������������������� 3,300万円
（０歳から高校３年生までのこども１人当たり２万
円の物価高対応子育て応援手当支給に係る給付費）

子育て世代包括支援事業費 美浦村教育クラウド事業費

336万８千円

528万８千円
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そ の 他 議 案 と 議 案 内 容
区分 議　　　　案 議　　案　　内　　容

条
例
改
正

美浦村議会議員及び美浦村長の選挙における選挙運
動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例

本案は、最近における物価の変動等に鑑み、公職選挙法施行令の一部
を改正する政令が施行されたことに伴い、美浦村議会議員及び美浦村
長の選挙における選挙運動に関し、選挙運動用ビラの作成の公営に要
する経費に係る限度額を引き上げる必要があるため、所要の改正を行
うもの。

美浦村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例等の一部を改
正する条例

本案は、児童福祉法等の一部改正により保育所等の職員等による虐待
に関する通報義務等が創設されたことにより、引用している条項番号
を改めることに加え、第２条の家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例では、児童福祉施設の設備及び運営に関する基
準等の一部を改正する内閣府令により、利用乳幼児に対する健康診断
の全部又は一部を行わないことができることの内容が追加されたため、
所要の改正を行うもの。

美浦村老人福祉センターの設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例

本案は、高齢者等の福祉の増進を図るため設置された美浦村老人福祉
センターは、運営開始から約 50 年が経過し、変化する地域社会の実
情により多様な利用がされてきた。本案は利用の実情等を鑑み、利用
の制限や利用料金の見直し等、所要の規定を整備するもの。

※議長（山崎議員）は、可否同数のとき以外は表決に加わりません。「○」は賛成、「×」は反対、「－」は欠席を表します。

〇令和７年第４回定例会議案・審議結果一覧 会期：令和７年 12 月９日～ 12 月 19 日

議案
番号 件　　　　　名 議決結果

賛否数 議　　　員　　　名

賛
成

反
対

山
崎
　
幸
子

北
出
　
　
攻

諸
岡
　
正
明

松
村
　
広
志

葉
梨
　
公
一

小
泉
　
嘉
忠

塚
本
　
光
司

欠
　
　
員

下
村
　
　
宏

林
　
　
昌
子

小
泉
　
輝
忠

沼
﨑
　
光
芳

議案１号 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度美浦村一般会計
補正予算（第４号）） 承認 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議案２号 美浦村議会議員及び美浦村長の選挙における選挙運動の公費負担に
関する条例の一部を改正する条例 原案可決 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議案３号 美浦村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例等の一部を改正する条例 原案可決 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議案４号 美浦村老人福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
議案５号 令和７年度美浦村一般会計補正予算（第５号） 原案可決 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
議案６号 令和７年度美浦村国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
議案７号 令和７年度美浦村介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
議案８号 令和７年度美浦村水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
議案９号 令和７年度美浦村下水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
議案10号 令和７年度美浦村電気事業会計補正予算（第２号） 原案可決 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
議案11号 令和７年度美浦村一般会計補正予算（第６号） 原案可決 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

請願第１号 脳脊髄液減少(漏出)症医療改善を求める意見書を国及び茨城県に提
出することを求める請願書 採択 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

発委第１号 脳脊髄液減少(漏出)症医療改善に関する意見書 原案可決 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

◆
脳
脊
髄
液
減
少
︵
漏
出
︶
症
医

療
改
善
を
求
め
る
意
見
書
を
国

及
び
茨
城
県
に
提
出
す
る
こ
と

を
求
め
る
請
願
書
・
・
・
採
択

【
請
願
者
】

　

脳
脊
髄
液
減
少
︵
漏
出
︶
症

　

ｏ
ｕ
ｒ 

Ｗ
ｉ
ｓ
ｈ

　

代
表　

篠
原　

克
子

【
紹
介
議
員
】
沼
﨑　

光
芳

【
要
旨
】
現
在
茨
城
県
内
に
は
脳

脊
髄
液
減
少
（
漏
出
︶
症
の
専

門
医
が
在
籍
し
た
病
院
が
な
く

県
内
に
保
険
適
用
で
長
期
間
に

わ
た
り
病
態
な
ど
を
観
察
で
き

る
医
療
施
設
が
必
要
で
あ
る
あ

る
こ
と
か
ら
、
難
治
性
患
者
の

診
断
基
準
の
確
立
を
早
急
に
行

う
と
と
も
に
、
治
療
方
法
の
開

発
研
究
及
び
治
療
体
制
を
整
え

指
定
難
病
へ
追
加
す
る
こ
と
。

県
内
に
専
門
医
の
い
る
拠
点
と

な
る
病
院
を
一
か
所
確
保
す
る

こ
と
。

【
意
見
書
提
出
先
】

　
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大

臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
茨
城
県

知
事
、
茨
城
県
保
健
医
療
部
長

請
　
願

Pick
up!
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　第４回定例会の本委員会は、12 月 10・11 日
に開催し、議案の調査を行いました。執行部の
説明を受け、審査の結果、全て可決すべきと決
しました。

村政村政をを問う!問う!
〜委員会審査〜〜委員会審査〜

■総務経済・厚生文教委員会

令和７年　第４回定例会議案調査 令和７年　第４回定例会議案調査

観光振興事業費で、観光振興基本計
画策定委員会の開催回数が３回から
４回に増えた経緯を教えてほしい。

地区公民館補助事業費で、根火地区
から公民館修繕工事に係る補助金申
請があったとのことだが、どういっ
た修繕なのか教えてほしい。

中学校部活動の地域展開において地
域クラブをビジネスにしている企業
等もあると聞いている。美浦村でも
そういう企業等から派遣された指導
者はいるのか。

議員議員
子育て世代包括支援事業費の予算が
増えたとのことだが、理由を教えて
ほしい。

議員議員

議員議員

美浦村に居住する 60 歳以上の方、
心身障害者及び付き添い人の使用並
びに村や老人クラブが行う公共の福
祉増進を目的とした事業等、指定管
理者が認めるものについては、使用
料を徴収しません。

例えば老人クラブ等の団体が講師を
招いて講演を行う場合などは、講師
料が発生しても福祉の増進に繋がる
ものと思われるが、営利を目的とし
た販売などで老人福祉センターを利
用することは認められないため不許
可となる。

当初の開催回数は３回を予定し、方
針の決定・計画案の協議・計画の承
認という流れであったが、より具体
的な観光施策を盛り込み、委員の発
案を反映させるため、これらを協議
する場を増やすこととした。

根火地区公民館の雨樋を主に修繕す
る工事である。

美浦村産後ケア事業は平成 30 年度
から開始しており、今年度で８年目を
迎えた。出生数は年間 60 人前後で
横ばいの状況で、平成 30 年度から
令和４年度まで利用者が０人であっ
たが、令和５年度は１人、令和６年
度は８人、令和７年度は 11 月現在
で 20 名利用されている。今年度は
昨年度よりも多めに予算を確保して
いたところだが、今後も利用者の増
加を見込み補正をお願いしている。

美浦村では公認地域クラブ制度を導
入し、村独自の認定基準を満たした
団体のみ公認地域クラブとして認定
している。認定の審査において営利
を目的としたクラブ運営を認めてい
ないため、営利目的の団体及び指導
者との連携は一切していない。

生涯学習課長生涯学習課長

生涯学習課長生涯学習課長

老人福祉センターを利用する時の使
用料は、村内 60 歳以上の者が半数
以上いれば、減免されるということ
でよいのか。

老人福祉センターの使用を許可しな
い場合の条件として、「営利を図る
目的をもって催し等を行う恐れがあ
る時」とは、例えばどういった物を
売るとか、どういうことか教えてほ
しい。

議員議員

議員議員

議員議員

健康増進課長健康増進課長

福祉介護課長福祉介護課長

福祉介護課長福祉介護課長

経済課長経済課長
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第
４
回
定
例
会
の
一
般

質
問
は
12
月
17
日
に
行
わ

れ
、
３
名
の
議
員
が
村
政

全
般
に
わ
た
り
質
問
し
ま

し
た
。

　

質
問
項
目
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。
次
ペ
ー
ジ
よ

り
や
り
取
り
の
一
部
を
抜

粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
会
議

録
の
公
表
を
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

下
しもむら

村 　 宏
ひろし

  議員　所属委員会：総務経済委員会
○令和８年度の当初予算について

一 般
質 問

ボ
な
ど
の
事
業
を
来
年
度
も
実
施
し

た
い
。
ま
た
、
村
道
１
０
５
号
線
に
つ

い
て
は
、
９
年
度
ま
で
に
詳
細
設
計
等
、

国
庫
補
助
金
を
活
用
し
10
年
度
以
降

道
路
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　（
保
健
福
祉
部
長
）

交
通
弱
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｉ
デ
マ

ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
と
次
年
度
に

計
画
し
て
い
る
、
定
額
タ
ク
シ
ー
制
度
の

実
証
実
験
を
行
い
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

や
皆
さ
ん
の
意
見
等
参
考
に
効
果
的
な

移
動
手
段
の
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　（
教
育
部
長
）

下
村
議
員
か
ら
、
本
年
第
２
回
定
例
会
で

質
問
さ
れ
た
、
小
中
学
校
給
食
費
無
償
化

と
、
小
中
学
校
入
学
時
の
祝
い
金
に
つ
い

て
、
検
討
の
結
果
給
食
費
無
償
化
と
、
入

学
祝
い
金
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
（
村
長
）

給
食
費
に
つ
い
て
は
、
国
が
全
額

負
担
す
る
方
向
で
進
ん
で
い
る
の
で
、

小
学
生
の
ラ
ン
ド
セ
ル
購
入
、
中
学

生
は
制
服
や
自
転
車
等
を
考
慮
し
て
、

小
学
校
入
学
時
３
万
円
・
中
学
校
入

学
時
５
万
円
を
支
援
し
て
い
く
。

　
　
　

令
和
８
年
度
の
当
初
予
算
要

求
段
階
に
お
い
て
、
各
部
門
の
新
規
事

業
と
継
続
の
事
業
で
も
予
算
を
増
額
し

て
伸
ば
し
た
い
事
業
等
、各
部
長
に
問
う
。

　
　
　（
総
務
部
長
）

今
年
好
評
で
あ
っ
た
Ｕ
Ｍ
Ａ
フ
ェ
ス

タ
は
、
開
催
時
期
を
ジ
ョ
ッ
キ
ー
が

参
加
で
き
る
９
月
祝
日
を
予
定
し
て

い
る
。
予
算
は
４
５
０
万
円
程
度
を

想
定
し
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て
は
、
本
年
度
約
４
億
円
を
見

込
ん
で
お
り
、
８
年
度
は
４
・
５
億

円
を
目
標
と
し
て
い
く
。

　
　
　（
経
済
建
設
部
長
）

農
業
政
策
で
は
、
米
価
の
情
勢
が
先

行
き
不
透
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
産
地

づ
く
り
交
付
金
等
を
本
年
並
み
に
確

保
し
た
い
。
観
光
推
進
で
は
、
今
年
大

き
な
成
果
を
挙
げ
た
ウ
マ
娘
と
の
コ
ラ

質
問

下
しも む ら

村　宏
ひろし

議 員

令
和
８
年
か
ら

令
和
８
年
か
ら

小
中
学
校
入
学
時
祝
い
金
支
援

小
中
学
校
入
学
時
祝
い
金
支
援

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

松
まつむら

村　広
ひ ろ し

志  議員　所属委員会：厚生文教委員会
○関係人口増加へ本村の取り組み
○災害時の協力井戸の推進について
○多言語翻訳・文字システム機について

林
はやし

 　昌
しょうこ

子  議員　所属委員会：総務経済委員会
○ＲＳウイルスワクチン接種について
○新 1 年生入学祝い金について
○小中学校駐車場について
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物
価
高
騰
が
続
く
中
で
子

育
て
家
庭
を
応
援
す
る
施
策
と
し

て
、
入
学
時
の
お
祝
い
で
家
計

へ
の
負
担
軽
減
を

図
る
取
り
組
み
が

必
要
と
考
え
る
が
、

本
村
の
見
解
は
。

　
　
　（
教
育
部
長
）

小
中
学
校
入
学
祝
い
金
の
支
援
を

行
う
。

　
　
　

自
治
体
は
成
人
す
る
18
歳

ま
で
の
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成

長
を
支
え
る
責
任
を
負
っ
て
い
る
。

祝
い
金
を
高
校
生
ま
で
の
検
討
は
。

　
　
　（
村
長
）

高
校
入
学
は
進
路
が
そ
れ
ぞ
れ
違

う
の
で
、
一
律
に
出
す
出
さ
な
い

は
調
査
し
て
い
く
。

　
　
　（
教
育
部
長
）

台
数
を
確
保
で
き
な
い
場
合
は
、

周
辺
の
用
地
利
用
を
考
え
る
。

　
　
　

厚
生
労
働
省
の
専
門
部
会

で
来
年
度
よ
り
妊
婦
向
け
定
期
接

種
の
方
針
を
了
承
し
た
。

①
周
知
と
広
報
の
取
り
組
み
は
。

②
入
院
は
小
児
が
多
い
が
死
亡
例

の
85
％
は
高
齢
者
で
あ
る
。
高
齢

者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
へ
の
取

り
組
み
は
。

　
　
　（
保
健
福
祉
部
長
）

①
個
別
通
知
や
母
子
手
帳
交
付
時

で
の
説
明
と
併
せ
て「
広
報
み
ほ
」

「
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
広
く
周

知
す
る
。

②
国
の
定
期
接
種
化
に
向
け
た
検

討
や
他
市
町
村
の
導
入
状
況
、
医

療
状
況
等
を
注
視
し
て
い
く
。

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁小

中
学
校
駐
車
場
に
つ
い
て

小
中
学
校
駐
車
場
に
つ
い
て

林
はやし

　昌
しょ う こ

子
議 員

Ａ
フ
ェ
ス
タ
」
等
を
開
催
。
今
後

も
「
関
係
人
口
」
の
増
加
と
地
域

の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

]　
　

地
域
防
災
計
画
を
進
め
る

た
め
「
災
害
時
協
力
井
戸
」
の
拡

充
や
地
図
化
、
目
印
と
な
る
「
の

ぼ
り
旗
」
の
設
置
を
問
う
。

　
　
　
（
経
済
建
設
部
長
）

協
力
井
戸
の
拡
充
を
進
め
、
地
図

化
は
協
力
者
の
意
向
に
沿
い
災
害

時
に
公
表
、
目
印
は
風
雨
に
も
劣

化
し
づ
ら
く
固
定
も
可
能
な
看
板

プ
レ
ー
ト
の
形
式
に
し
た
い
。

　
　
　

外
国
人
や
聞
こ
え
に
不
安

の
あ
る
方
へ
の
円
滑
な
対
応
に
必

要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
（
総
務
部
長
）

費
用
対
効
果
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
観
点
か
ら
も
検
討
し
て
い
く
。

【
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
へ
】

　
　
　

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
加

速
す
る
中
、
地
方
創
生
の
新
た
な
原

動
力
と
し
て
、「
関
係
人
口
」
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。
更
に「
関
係
人
口
」

を
増
や
す
こ
と
は
、
災
害
時
等
に
地

域
の
復
興
・
復
旧
の
大
き
な
力
に
繋

が
る
。
既
に
令
和
元
年
の
定
例
会
で

提
案
し
意
向
を
尋
ね
た
が
、
そ
の
後

の
取
り
組
み
と
実
績
を
伺
う
。

　
　
　（
総
務
部
長
）

「
関
係
人
口
」
の
増
加
に
向
け
「
村

を
知
っ
て
も
ら
う
」
た
め
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
明
確
化
し
情
報
発
信
に

努
め
て
き
た
。「
映
像
研
に
は
手

を
出
す
な
！
」
の
浅
草
み
ど
り
氏

等
へ
の
観
光
大
使
の
就
任
や
、「
ウ

マ
娘
プ
リ
テ
ィ
ダ
ー
ビ
ー
」
と
の

コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
、「
美
浦
村
Ｕ
Ｍ

質
問

松
まつ む ら

村　広
ひ ろ し

志
議 員

多
言
語
翻
訳
・

多
言
語
翻
訳
・

文
字
シ
ス
テ
ム
機
に
つ
い
て

文
字
シ
ス
テ
ム
機
に
つ
い
て

災
害
時
の

災
害
時
の

協
力
井
戸
の
推
進
に
つ
い
て

協
力
井
戸
の
推
進
に
つ
い
て

新
１
年
生
入
学

新
１
年
生
入
学

祝
い
金
に
つ
い
て

祝
い
金
に
つ
い
て

答
弁

答
弁

答
弁

「
関
係
人
口
」
増
加
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

「
関
係
人
口
」
増
加
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

質
問

質
問
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一般質問のその後一般質問のその後

追追跡跡 !追跡 !
飯田　洋司　元議員
平成 27 年 11 月１日発行
議会だよりみほ　No.111

　　大山スロープ騒音ごみ問題について
　週末の大山スロープの騒音とごみ問題
について、対策などを伺いたい。
　　モラルを守って楽しんでいただきたい。
　早朝のレジャー利用を控えるお願いの
看板を設置し、ごみについては、看板の
設置、集積所の移動を一部実施している。

岡沢　清　元議員
平成 28 年 11 月１日発行
議会だよりみほ　No.115

　　就学援助金の一部 入学前支給に　
　就学援助金は、年３回支給されている
が、支給費目のうち新入学児童生徒学用
品費について、入学前支給にできないか。
　　準備が整い次第取り組んでいきたい。
　入学前に支給するには、関係要綱の改正、
制度全体について運用方法の検討が必要。
準備が整い次第取り組んでいきたい。

　議会だよりに掲載された一般質問が、村政にどう反映されているのか、その後どうなっ
たか追跡しました。

問

答

問

答

大山スロープについて
詳しくはこちら→

新入学学用品費入学前
支給について

詳しくはこちら→

【新入学学用品費　 　 　
入学前支給について】

　経済的理由でお困りの保護者に対
し、就学に必要な費用の一部として、
小学校新１年生を対象とした新入学学
用品費の入学前支給を行っています。

【大山スロープについて】
　令和 5 年 7 月から、大山スロー
プを使用する場合は予約制・有料化

（2,000 円／ 1 区画）しています。

令和５年７月から
大山スロープ
有料化！

新入学学用品費
入学前支給！
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地方創生・地方創生・
移住、定住施策移住、定住施策についてについて

Topic
お知らせ

　10 月 14・15 日、総務経済委員会は、デジタル技術による地方創生に
ついて山形県西川町、地域おこし協力隊の活動と移住、定住施策につい
て宮城県涌谷町を視察しました。

委員会レポート！

　西川町は、「新し
い地方経済・地域
環境創生交付金」
を戦略的に活用し、
デジタル技術によ
る地方創生を実現
していました。西

川町の取り組みは、「自然の豊かさ」と「行政のイ
ノベーションが」両立できることを証明しており、
伝統的な観光資源と最新のデジタル技術を結び付
ける発想力は、地方創生の未来を切り開く鍵にな
ると感じました。

　涌谷町で活動す
る地域おこし協力
隊は「移住者の居
場所」と「仲間」
を作るという、定
住のための極めて
重要な役割を果た

しており、移住の経済的な負担軽減施策である住
宅取得支援とあわせた戦略的な取り組みは、本村
を含む人口減少対策に取り組む自治体にとって非
常に参考となるモデルであると感じました。

　厚生文教委員会は、10 月 21・22 日に行政視察を行いました。
　栃木県足利市「指定障害者支援施設こころみ学園」は、100 名も
の園生たちが自分たちで生活しながら葡萄と椎茸の栽培を中心にした
農作業を通じて社会との関りを深め自立を目指しています。施設では、
ワインの醸造も行われており、ワイナリーでの作業、洗濯、食事の支
度なども自分たちで行っています。こころみ学園のように障害を持つ
方々が自分たちで生活をしながら社会との関りを持ち、最後まで自分
らしく過ごすことが出来る生活支援の取り組みはひとつの完成形であ
り、皆が共生する社会づくりの見習うべき形であると感じました。
　群馬県大泉町「大泉東児童館」は、宇宙船をイメージした遊び心あ
ふれた設計となっており、地域の遊び場として相応しい施設でした。
長期休業期間中の選択式給食制度、教員免許を持つ会計年度任用職員
による学習サポート事業などの大泉町独自の取り組みは、本村におけ
る今後の児童館の運営及び学童クラブの運営に向け、非常に参考にな
りました。

障害者就労支援・障害者就労支援・
児童館運営児童館運営についてについて

委員会レポート！

大泉東児童館

指定障害者支援施設こころみ学園
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通年議会通年議会についてについて

鳥取県町村議会議長会鳥取県町村議会議長会
が来庁しました！が来庁しました！

鳥取県と

いえば…

松葉がに松葉がに鳥取砂丘鳥取砂丘 二十世紀梨二十世紀梨

委員会レポート！

　議会運営委員会は、令和７年
11 月 18 日、通年議会の先進事
例を学びに福島県小野町を視察
して来ました。
　小野町は、平成 24 年４月か
ら通年議会制導入に向けて本格
的に検討を開始し、特別委員会
を 11 回開催したほか、視察調
査を実施するなど、様々な角度
から協議を重ねた結果、議会活
動能力を高めるとともに町民の

福祉向上と町勢伸展に資する
ため、平成 26 年１月より地方
自治法第 102 条の２に基づく
通年議会制を導入しました。
　議長の権限で本会議を開催
することが出来て迅速な意思
決定が出来ることや、災害時の
緊急対応など議会の主体性、機
動性を高めることが出来るこ
となどの効果がある一方で、今
後の課題として通年議会制度
の積極的活用や専決指定事項
の見直し、議会活動に応じた議
員報酬の見直しなどがありま
した。
　本村議会においても今回の
視察を参考にして、通年議会の
導入について協議、検討を重ね
ていきたいと考えております。

　小野町の皆様、大変お世話に
なりました。

　10 月７日、鳥取県町村議会
議長会が来村し、議会情報発
信改革、ＩＣＴ導入及び議会
報告会について視察されまし
た。
　本村からも全議員が出席し
各テーマについて説明を行い、
その後の質疑応答では様々な
質疑をいただき、内容の濃い
意見交換ができました。本村
議会としても大変貴重な機会
となりました。

視察受入！
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神奈川県葉山町議会神奈川県葉山町議会
が来庁しました！が来庁しました！

Topic
お知らせ

視察受入！

　10 月 23 日、福島県会津坂
下町議会が来村し、ＩＣＴ導
入、議会情報発信改革につい
て視察されました。
　本村からも全議員が出席し
各テーマについて説明を行い、
その後の質疑応答では現在の
ＩＣＴ導入状況、美浦村にお
いては導入する時の経過など
様々な質疑をいただき、内容
の濃い意見交換ができました。
本村議会としても大変貴重な
機会となりました。

福島県会津坂下町議会福島県会津坂下町議会
が来庁しました！が来庁しました！ 視察受入！

　10 月 17 日、神奈川県葉山
町議会が来村し、議会情報発
信改革、議会報告会について
視察されました。
　本村からも全議員が出席し
各テーマについて説明を行い
ました。その後の質疑応答で
は議会だよりの編集方法、議
会報告会の報告内容など様々
な質疑をいただき、内容の濃
い意見交換ができました。本
村議会としても大変貴重な機
会となりました。
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議員活動

10 月

１日 江戸崎地方衛生土木組合正副管理者及び議会視察研修

４日 石岡市市制施行二十周年記念式典

６日
鳥取県町村議会議長会視察受け入れ

４団体連絡会議

８日 社会教育委員会議兼公民館運営審議会

９日 県南町村議会議長会

10 日 龍ケ崎地方衛生組合議会全員協議会

11 日 鉾田市合併二十周年記念式典

14 日
総務経済委員会視察研修　～ 15 日

茨城県消防ポンプ操法競技大会県南南部地区大会激励会

15 日 産業文化フェスティバル第２回実行委員会

17 日

神奈川県葉山町議会視察受け入れ

広報公聴委員会

知事との懇談会

19 日 第 19 回おおたまうまいもの祭り

20 日
美浦村総合計画検証委員会

龍ケ崎地方衛生組合議会定例会

21 日
厚生文教委員会視察研修　～ 22 日

江戸崎地方衛生土木組合出納検査

23 日
福島県会津坂下町議会視察受け入れ

美浦村国民健康保険運営協議会

24 日
例月出納検査

稲敷地方広域市町村圏事務組合議会全員協議会

26 日 茨城県消防ポンプ操法競技大会県南南部地区大会

27 日 第２回美浦村児童厚生施設基本構想・基本計画策
定委員会

28 日
地方自治研究会

美浦村高齢者福祉計画・介護保険事業計画推進委員会

30 日 令和７年度町村議長行政視察研修　～ 31 日

11 月 ２日
阿見町町村合併七十周年記念式典

いばらきまつり

11 月

５日 龍ケ崎地方衛生組合議会行政視察研修　～７日

６日 ４団体と知事との懇談会

７日 県南町村議会議員大会

10 日 稲敷地方広域市町村圏事務組合議会全員協議会

11 日 県南町村会視察研修　～ 13 日

14 日 江戸崎地方衛生土木組合議会全員協議会

18 日 議会運営委員会視察研修　～ 19 日

21 日 地方自治研究会

25 日
例月出納検査

市町村負担金審議委員会

26 日
青少年育成村民会議小学校授業訪問

江戸崎地方衛生土木組合議会定例会

29 日 美浦老連輪投げ大会

30 日 縄文の森コンサート

12 月

２日 議会運営委員会

４日 第２回美浦村観光振興基本計画策定委員会

９日
議会定例会（開会）

全員協議会

10 日
総務経済委員会

美浦中学生による学校跡地提言

11 日 厚生文教委員会

16 日
地方自治研究会

広報公聴委員会

17 日 議会定例会（一般質問）

18 日 産業文化フェスティバル第３回実行委員会

19 日 議会定例会（閉会）

23 日
江戸崎地方衛生土木組合出納検査

美浦村シルバー人材センター理事会

25 日 例月出納検査

26 日 子ども食堂サポート事業

１２月１０日　美浦中学生による
学校跡地提言１１月２９日　美浦老連輪投げ大会



委員長　　松村　広志　　　委　員　　小泉　嘉忠　　　委　員　　諸岡　正明
副委員長　葉梨　公一　　　委　員　　北出　　攻

議会広報公聴委員会

議会を傍聴してみませんか

●役場 3 階の議場までエレベーターで
お越しいただけます

●役場 1 階のロビーでも本会議の実況
をご覧いただけます

●会議録や議会だよりなどホームペー
ジに掲載しています

●議会だよりについてのご意見・ご要
望をお待ちしています

お問い合わせ先
議会事務局
☎ 029-885-0340　内線 301・302
E-mail　gikai ＠ vill.miho.lg.jp

検索美浦村議会

次回定例会は、３月９日（月）開会予定です。

議会だより みほ
令和８年２月１日発行　№ 152
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美浦村議会公式美浦村議会公式YouTube配信中！YouTube配信中！

山崎　幸子 議長

一般質問
下村　　宏　議員

　村では、より多くの方に気軽に広報紙を読
んでもらえるよう、スマホアプリ「マチイロ」
を導入しました。ぜひご活用ください。

アプリ「マチイロ」
ダウンロードサイト

「議会だよりみほ」
朗読ボランティア

　議会だよりみほでは、朗読ボランティア「鈴
の音」のご協力により議会だよりみほの記事の
一部を音声化しています。
　みなさま、ぜひお聞きください。

視聴はこちらから

定例会の審議結果、３名の議員から
の一般質問について、各議員が報告

動画を作成いたしました。ぜひご覧ください。
今

一般質問
松村　広志　議員

一般質問
林　　昌子　議員


